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研究成果の概要（和文）：　日本語諸方言の文法を、現在の地理的変異（方言差）の様相と歴史的変化（時代
差）のプロセスの両面から総合的に記述する『全国方言文法辞典』の作成を目的として、要地方言の活用体系の
記述を行った。本研究期間内に活用体系記述の報告書を3巻刊行し、既刊の報告書に掲載したものとあわせて、
本土方言38地点、琉球方言4地点の活用体系記述を完成させた。
　また、日本語文法の歴史的変化と地理的変異を総合的に記述する枠組みを確立し、現代語、古典語、諸方言の
文法を比較・対照する「時空間変異対照研究」の方法論を構築することを企図して、諸方言の文法記述と文献方
言対照研究をテーマとした研究発表会を3回にわたり開催した。

研究成果の概要（英文）：　The main study during this research period was to investigate the 
inflectional paradigm of predicates in Japanese dialects, which is a part of process to build a 
dictionary of Japanese dialect grammar that contributes to the comprehensive description from the 
geographical and historical point of views. The three volumes of report on inflectional paradigm 
have been published in this period, and the reports cover 38 dialects in main lands and 4 dialects 
in Ryukyu islands in total, including those published in the previous period.
　In addition, the research workshop was held once in a year on the theme of grammatical 
descriptions of dialects and contrastive studies of Japanese variations. Those workshops aimed to 
establish a framework that comprehensively describes geographical variations and historical changes 
in Japanese grammar, and to construct a methodology of the contrastive/comparative study in 
diachronic and synchronic variations in Japanese.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本語諸方言の文法の対照研究のためには、統一的な記述方針のもとに行われた要地方言の精緻な文法記述が
必要である。本科研では、用言（動詞・形容詞・名詞述語）の活用体系の記述を最優先に行ってきたが、これは
活用体系の記述が述語の文法カテゴリーに関わる文法形式を網羅的に記述することにつながるためである。
　諸方言の活用体系の記述には多くの研究の蓄積があるが、それらは個別方言を個別の記述方針のもとに記述す
るものが大多数である。本研究の取り組みは、統一的な文法記述の枠組みを構築し、その記述データを広く一般
に公開することにより、方言対照研究の進展と日本語諸方言の多様性への理解を深めることを企図するものであ
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 現代語を対象にした共時的な文法研究が一定の成果を収めつつある現在、その成果を古典語
や諸方言の文法の精密な記述に応用する研究が盛んに行われるようになってきている。さらに、
その発展として、現代語、古典語、諸方言の文法を対照させ、日本語文法の歴史的変化と地理
的変異の総合的な解明をめざす研究が模索されるようになってきている。 
 この「歴史的変化と地理的変異」を合わせて「時空間変異」と呼ぶとすると、今後、こうし
た研究は「時空間変異対照研究」として、日本語研究の一分野をなすものとなることが予想さ
れる。今はそのための言語資料の整備と方法論の構築を進めつつある段階だと言えるが、方言
研究の分野からこうした取り組みに寄与するためには、個々の方言に関する網羅的な記述とと
もに、どの方言にどのような文法現象があるかということを、俯瞰的に把握できるデータを提
供する必要がある。 
 こうした観点から、本科研の研究代表者が 2001 年に組織した「方言文法研究会」では、既
存の方言文献資料のデータベース化、諸方言の文法の記述的研究を行ってきた。 
 本科研の前身となる科研費（基盤研究(C)平成 19-21年度、基盤研究(B)平成 21-25年度）の
研究成果として、すでに、『全国方言文法辞典資料集(1) 原因・理由表現編』（2010年）、『『全
国方言文法辞典』のための条件表現・逆接表現調査ガイドブック』（2010年）、『全国方言文法
辞典資料集(2) 活用体系』（2014年）を刊行した。本科研は、こうした研究の蓄積の上に立ち、
さらに、時空間変異対照研究のための資料整備と方法論の構築へ向けて、研究の進展を試みる
ものである。 
 
２．研究の目的 
 日本語は、歴史的文献資料が豊富であり、地理的変異が多様であることから、「時空間変異」
（＝歴史的変化と地理的変異）の対照研究に適した条件を備えている。 
 本研究では、日本語諸方言の文法を、現在の地理的変異（方言差）の様相と歴史的変化（時
代差）のプロセスの両面から総合的に記述する『全国方言文法辞典』の作成を目的に、調査項
目作成、現地調査、データベース作成、歴史的変化調査を行う。さらに、調査データを集積す
るウェブシステムを構築し、最終的な研究成果として『全国方言文法辞典』の基礎資料（冊子
及びウェブ版）を作成する。この取り組みによって、日本語文法の歴史的変化と地理的変異を
総合的に記述する枠組みを確立し、現代語、古典語、諸方言の文法を比較・対照する「時空間
変異対照研究」の方法論を構築する。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的のために、本研究期間においては、統一的な記述方針のもとに諸方言の活用体系
記述を行うこととし、以下のような共同研究体制をとった。 
  ①時空間変異対照研究を担う専門性の高い研究者との共同研究体制。 
  ②ウェブシステムの構築を担う情報工学専門の研究者との共同研究体制。 
  ③要地方言の記述を担当する研究協力者との共同研究体制。 
 ①については、本研究が、現代語、古典語、琉球語を含む諸方言の文法研究に携わる研究者
の長年にわたる共同研究の蓄積の上に行われるものであることを意味している。 
 ②については、本研究のデータ共有と成果報告の要であるウェブシステムの構築を、専門の
研究者とともに取り組むことのできる体制であることを示している。 
 ③については、辞典項目記述の基礎資料となる要地方言の調査データを、各地の研究者に依
頼して収集・蓄積する体制をとることを示している。 
 上記の 3点は、要するところ、本研究が人的ネットワーク構築型の研究プロジェクトとして
進めていくものであったことを意味している。 
 
４．研究成果 
(1)以下の研究成果報告書を刊行およびWeb公開した。既刊の『全国方言文法辞典資料集(2) 活
用体系』に掲載したものとあわせて、本土方言 38 地点、琉球方言 4 地点の活用体系記述が
完成した。 
・『全国方言文法辞典資料集(3) 活用体系(2)』（20117年 1月刊行） 
［概要］要地方言の活用体系記述として、山形県山形市方言（竹田晃子・澤村美幸）、茨城県水
海道方言（佐々木冠）、群馬県藤岡市方言（新井小枝子）、東京都方言（三井はるみ）、石川県
能登島方言（野間純平）、静岡県湖西市方言（森勇太）、愛知県新城市作手方言（山田敏弘）、
兵庫県神戸市方言（酒井雅史）、岡山県岡山市方言（小畠裕将）、広島県三次市方言（小西い
ずみ）、高知県宿毛市方言（松丸真大）、大分県由布市庄内町方言（松田美香）、鹿児島県甑島
里方言（平塚雄亮）、沖縄県多良間島方言（下地賀代子）の記述を収録。 
・『全国方言文法辞典資料集(4) 活用体系(3)』（2018年 3月刊行） 
［概要］要地方言の活用体系記述として、宮城県仙台市方言（武田拓）、福島県福島市方言（半
沢康）、千葉県南房総市三芳方言（佐々木冠）、福井県大野市方言（松倉昂平）、鳥取県倉吉市
方言（野間純平）、島根県出雲市方言（平子達也・友定賢治）、愛媛県松山市方言（久保博雅）、
長崎県佐世保市宇久町方言（門屋飛央）、鹿児島県鹿児島市方言（平塚雄亮）の記述を収録。 
・『全国方言文法辞典資料集(5) 活用体系(4)』（2019年 3月刊行） 



［概要］要地方言の活用体系記述として、東京都八丈島三根方言（三樹陽介）、新潟県魚沼市方
言（吉田雅子）、長野県茅野市方言（大西拓一郎）、和歌山県田辺市方言（西尾純二・澤村美
幸）、香川県高松市方言（乙武香里）、佐賀県武雄市方言（原田走一郎）、沖縄県竹富町黒島方
言（原田走一郎）の記述を収録。 
・『全国方言文法辞典資料集(6) 滋賀県長浜市方言談話資料』（2019年 3月刊行） 
［概要］滋賀県長浜市内で収集した会話の文字化データを収録。 
 
(2)本研究課題の目的の一つである、現代語、古典語、諸方言の文法を比較・対照する「時空間
変異対照研究」の方法論の構築のための具体的な取り組みとして、諸方言の文法記述と文献
方言対照研究をテーマとする以下の研究発表会を開催した。 
・方言文法研究会 2016年度研究発表会（2017年 2月 28日、関西大学） 
［概要］「江戸・東京語と上方・関西語の対照研究」をテーマに、日高水穂「否定疑問形による
確認要求表現の東西差」、森勇太「近世・近代における申し出場面の授受表現の運用―江戸・
東京と上方・関西の対照から―」、矢島正浩「近代話し言葉資料における接続詞的用法―東西
の選好性の相違に注目して―」の各発表を行った。 
・方言文法研究会 2017年度研究発表会（2018年 3月 3・4日、関西大学） 
［概要］「文献資料を用いた方言文法研究」をテーマに、日高水穂「読みがたりむかし話資料に
みる文末形式の全国概観」、酒井雅史「読みがたりむかし話資料にみる素材待遇形式―京都・
大阪・滋賀―」、森勇太「近世後期洒落本に見る行為指示表現の地域差―京･大坂･尾張･江戸の
対照―」、矢島正浩「近世・近世日本語資料が映す東西差―逆接確定辞による接続詞・終助詞
的用法の発達をめぐって―」、「記述と対照による方言文法研究」をテーマに、日高水穂「対
照方言学の方法―俯瞰する方言研究―」、松丸真大「確認要求表現の全国分布概観」、舩木礼子
「とりたて表現の全国分布概観」の各発表を行った。 
・方言文法研究会 2018年度研究発表会（2019年 3月 2・3日、大阪ガーデンパレス）。 
［概要］5 年間の本科研の研究成果を総括し、さらに今後の発展的な研究課題の発掘をめざし
て、日高水穂「方言文法研究の課題と展開」、松田美香「宮崎県椎葉村方言の可能表現―方言
接触地域の体系―」、青木博史「「です」の文法化」、中川寛之「愛媛県宇和島市の方言文末詞
―「テヤ」の用法変化を中心に―」、高木千恵「大阪方言の終助詞ナ・イナについて」、中村京
介「長崎県五島列島宇久島野方方言の文法概説:条件表現の調査報告を中心に」、齊藤美穂「奄
美大島瀬戸内方言における条件形式とその用法」、前田直子「条件文主節の統語的・意味的特
徴について」の各発表を行った。 
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